
(57)【要約】

【課題】牽引ワイヤを巻きかけるプーリの螺旋溝に対し

て、螺旋溝の巻き方向と同方向に線材を撚った牽引ワイ

ヤを用いることによって、操作不良を無くすことのでき

る湾曲操作装置を提供することを目的とする。

【解決手段】内視鏡の湾曲操作装置は、アングルノブ２

４によって回動されるプーリ２６を備え、このプーリ２

６の外周面に螺旋状の溝４６が形成される。一対の牽引

ワイヤ２８ａ、２８ｂの基端部分は、溝４６の端部４６

ａ、４６ｂから溝４６に巻きかけられる。牽引ワイヤ２

８ａ、２８ｂの先端部分はプーリ２６から延出され、連

結部材３２ａ、３２ｂを介してアングルワイヤ３４ａ、

３４ｂに接続される。牽引ワイヤ２８ａ、２８ｂは、溝

４６の巻き方向と同方向に複数の線材５６、５６…を撚

って構成される。

【選択図】  　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 元 操 作 部 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、 外 周 面 に 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ た プ ー リ と 、 基 端 部 分 が
前 記 螺 旋 溝 の 各 端 部 か ら 前 記 螺 旋 溝 に 巻 き か け ら れ る と と も に 先 端 部 分 が 前 記 螺 旋 溝 か ら
延 出 さ れ る 一 対 の ワ イ ヤ と を 備 え た 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 複 数 の 線 材 を 前 記 螺 旋 溝 の 巻 き 方 向 と 同 方 向 に 撚 っ て 構 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ワ イ ヤ は 、 前 記 螺 旋 溝 が 左 巻 き で 形 成 さ れ て い る 場 合 に Ｓ 撚 り の ワ イ ヤ が 使 用 さ れ
、 前 記 螺 旋 溝 が 右 巻 き で 形 成 さ れ て い る 場 合 に Ｚ 撚 り の ワ イ ヤ が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に 係 り 、 特 に ア ン グ ル ノ ブ の 回 転 操 作 に 伴 っ て 内 視 鏡 挿
入 部 の 湾 曲 部 を 所 望 の 方 向 に 湾 曲 さ せ る た め の 湾 曲 操 作 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 用 内 視 鏡 に は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 が 設 け ら れ 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 付 近 に は
湾 曲 部 が 設 け ら れ る 。 湾 曲 部 は 、 手 元 操 作 部 に 設 け ら れ る ア ン グ ル ノ ブ を 回 動 操 作 す る こ
と に よ っ て 上 下 、 或 い は 左 右 に 湾 曲 さ れ る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 に は 、 ア ン グ ル ノ ブ の 回 動
操 作 に 伴 っ て 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る た め の 湾 曲 操 作 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 湾 曲 操 作 装 置 は 、 ア ン グ ル ノ ブ に よ っ て 回 動 操 作 さ れ る プ ー リ と 、 こ の プ ー リ の 溝 に 基
端 部 が 巻 き か け ら れ る 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ で 構 成 さ れ る 。 牽 引 ワ イ ヤ の 先 端 部 は 、 挿 入 部 に
挿 通 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 湾 曲 操 作 装 置 は 、 ア
ン グ ル ノ ブ を 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 、 プ ー リ が 回 動 さ れ 、 牽 引 ワ イ ヤ が 押 し 引 き 操 作
さ れ る 。 そ し て 、 牽 引 ワ イ ヤ に 接 続 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ が 押 し 引 き さ れ る こ と に よ っ て
湾 曲 部 が 湾 曲 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 プ ー リ の 溝 が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ た 湾 曲 操 作 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 螺
旋 溝 の 両 端 部 に は そ れ ぞ れ 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ の 基 端 部 が 固 定 さ れ 、 こ の 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ
が 共 通 の 螺 旋 溝 に 巻 き か け ら れ る 。 そ し て 、 牽 引 ワ イ ヤ の 先 端 部 が 螺 旋 溝 か ら 繰 り 出 さ れ
て 、 湾 曲 部 に 接 続 さ れ る 。 こ の 湾 曲 操 作 装 置 に よ れ ば 、 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ を 共 通 の 螺 旋 溝
に 巻 き か け る よ う に し た の で 、 プ ー リ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ １ ６ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に は 、 牽 引 ワ イ ヤ に つ い て の 詳 細 な 記 載 が な い 。 こ の た め 、
牽 引 ワ イ ヤ を 巻 き か け た プ ー リ を 回 動 操 作 し た 際 に 、 牽 引 ワ イ ヤ が ひ っ か か り 、 操 作 不 良
を 発 生 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 操 作 不 良 を 発 生 す る お そ れ の な い 内
視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 手 元 操 作 部 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ 、
外 周 面 に 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ た プ ー リ と 、 基 端 部 分 が 前 記 螺 旋 溝 の 各 端 部 か ら 前 記 螺 旋 溝 に
巻 き か け ら れ る と と も に 先 端 部 分 が 前 記 螺 旋 溝 か ら 延 出 さ れ る 一 対 の ワ イ ヤ と を 備 え た 内
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視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に お い て 、 前 記 ワ イ ヤ は 、 複 数 の 線 材 を 前 記 螺 旋 溝 の 巻 き 方 向 と 同 方
向 に 撚 っ て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。 す な わ ち 、 前 記 ワ イ ヤ は 、 前 記 螺 旋 溝 が 左
巻 き で 形 成 さ れ て い る 場 合 に Ｓ 撚 り の ワ イ ヤ が 使 用 さ れ 、 前 記 螺 旋 溝 が 右 巻 き で 形 成 さ れ
て い る 場 合 に Ｚ 撚 り の ワ イ ヤ が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 に よ れ ば 、 弛 ん だ 状 態 の ワ イ ヤ を プ ー リ に 巻 き 取 る
際 に 、 ワ イ ヤ の 線 材 の 撚 り 方 向 が プ ー リ の 径 方 向 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に な る た め 、 螺
旋 溝 の 開 口 部 分 に ワ イ ヤ の 線 材 が 引 っ 掛 か る こ と を 防 止 で き る 。 そ の 結 果 、 ワ イ ヤ が 螺 旋
溝 に ス ム ー ズ に 巻 き 取 ら れ る た め 、 ワ イ ヤ が 螺 旋 溝 か ら は み 出 し て 噛 ま れ る こ と を 防 止 す
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ワ イ ヤ の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 湾 曲 部 の
湾 曲 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 湾 曲 操 作 装 置 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 内 視 鏡 は 主 と し て 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ ２ と 、 こ の 挿 入 部 １
２ の 基 端 部 に 連 設 さ れ る 手 元 操 作 部 １ ４ と 、 こ の 手 元 操 作 部 １ ４ か ら 引 き 出 さ れ 、 不 図 示
の 光 源 お よ び プ ロ セ ッ サ ー に 接 続 さ れ る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 １ ６ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 挿 入 部 １ ２ は 先 端 部 １ ８ 、 湾 曲 部 ２ ０ 、 軟 性 部 ２ ２ か ら 成 り 、 湾 曲 部 ２ ０ は 少 な く と も
上 下 、 或 い は 左 右 に 湾 曲 自 在 に 構 成 さ れ る 。 湾 曲 部 ２ ０ は 、 手 元 操 作 部 １ ４ に 設 け ら れ た
ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ を 回 動 操 作 す る こ と に よ っ て 湾 曲 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 内
視 鏡 に は 、 ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ の 回 動 操 作 に 伴 っ て 湾 曲 部 ２ ０ を 湾 曲 さ せ る 湾 曲 操 作 装 置 が
設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 湾 曲 操 作 装 置 は 主 と し て 、 プ ー リ ２ ６ と 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ に よ っ て 構 成
さ れ る 。 プ ー リ ２ ６ は 、 手 元 操 作 部 １ ４ の 内 部 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 プ ー リ 軸 ３ ０ を 介
し て ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ に 連 結 さ れ る 。 し た が っ て 、 ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ を 操 作 す る こ と に よ
っ て プ ー リ ２ ６ が 回 転 さ れ る 。 一 対 の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は 、 基 端 部 が プ ー リ ２ ６
に 巻 き か け ら れ る と と も に 、 先 端 部 が プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ て 連 結 部 材 ３ ２ ａ 、 ３ ２
ｂ に 連 結 さ れ る 。 連 結 部 材 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は 、 角 棒 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 手 元 操 作 部
１ ４ の 内 部 に 設 け ら れ た ガ イ ド （ 不 図 示 ） に よ っ て 、 図 １ の 左 右 方 向 に 往 復 運 動 自 在 に 支
持 さ れ る 。 連 結 部 材 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に は 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ の 基 端 部 が 接 続
さ れ 、 こ の ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ の 先 端 部 は 湾 曲 部 ２ ０ の 先 端 ス リ ー ブ ３ ６ に 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た 湾 曲 操 作 装 置 は 、 ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ を 操 作 す る こ と に よ っ て プ ー
リ ２ ６ が 回 転 さ れ 、 こ の プ ー リ ２ ６ の 回 転 に 応 じ て 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 一 方 が プ
ー リ ２ ６ に 巻 き 取 ら れ 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 他 方 が プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ が 押 し 引 き 操 作 さ れ 、 湾 曲 部 ２ ０ が 湾 曲 操
作 さ れ る 。 例 え ば ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ が 引 っ 張 ら れ 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ｂ が 押 し 出 さ
れ た 際 に は 、 図 １ に 示 す 如 く 湾 曲 部 ２ ０ が 下 方 に 湾 曲 さ れ る 。 な お 、 図 １ の 符 号 ３ ８ は ア
ン グ ル ノ ブ ２ ４ の ロ ッ ク レ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は プ ー リ ２ ６ の 支 持 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は プ ー リ ２ ６ の 側 面 図 で あ
り 、 図 ４ は プ ー リ ２ ６ の 側 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 プ ー リ ２ ６ は プ ー リ 軸 ３ ０ の 下 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 プ ー リ
軸 ３ ０ は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の プ ー リ 軸 ３ ０ の 上 端 に 図 ２ の ア ン グ ル ノ ブ ２ ４ が
連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 プ ー リ ２ ６ は 、 上 ケ ー シ ン グ ４ ０ と 下 ケ ー シ ン グ ４ ２ と か ら 成 る ケ ー シ ン グ の 内
部 に 支 持 さ れ る 。 下 ケ ー シ ン グ ４ ２ に は 、 円 柱 状 の 軸 受 ４ ４ が 立 設 さ れ て お り 、 こ の 軸 受
４ ４ が プ ー リ 軸 ３ ０ に 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 プ ー リ 軸 ３ ０ 及 び プ ー リ ２ ６ が 回 動 自 在
に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 ケ ー シ ン グ ４ ０ に は 一 対 の 切 欠 き ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 上 ケ ー シ ン グ ４
０ と 下 ケ ー シ ン グ ４ ２ を 組 み 立 て た 際 に 、 ケ ー シ ン グ の 側 面 に 開 口 が 形 成 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 ケ ー シ ン グ の 組 み 立 て 時 に は 、 こ の 開 口 （ 切 欠 き ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ ） に 牽 引 ワ イ
ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 プ ー リ ２ ６ の 外 周 面 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 巻 き か け る た め の 溝 ４ ６ が 形 成
さ れ る 。 溝 ４ ６ は 、 プ ー リ ２ ６ の 周 方 向 に 連 続 す る 略 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に
は 、 溝 ４ ６ は 、 プ ー リ ２ ６ の 軸 と 直 交 す る 平 面 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 段 部 ４ ６ ｃ と 、 こ の 第
１ 段 部 ４ ６ ｃ に 対 し て プ ー リ ２ ６ の 軸 方 向 に 下 方 に 平 行 に ず れ た 平 面 上 に 形 成 さ れ た 第 ２
段 部 ４ ６ ｄ と 、 第 １ 段 部 ４ ６ ｃ と 第 ２ 段 部 ４ ６ ｄ と を 連 通 す る 斜 め 方 向 に 形 成 さ れ た 中 間
部 ４ ６ ｅ で 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 溝 ４ ６ を 展 開 す る と 、 第 １ 段 部
４ ６ ｃ と 第 ２ 段 部 ４ ６ ｄ は 、 プ ー リ ２ ６ の 軸 方 向 （ 図 ６ 中 、 上 下 方 向 ） に 直 交 す る 方 向 に
形 成 さ れ 、 且 つ 軸 方 向 に ず れ た 直 線 状 と な り 、 こ れ ら 第 １ 段 部 ４ ６ ｃ と 第 ２ 段 部 ４ ６ ｄ を
連 通 す る 中 間 部 ４ ６ ｅ は プ ー リ ２ ６ の 軸 方 向 に 斜 線 状 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 溝 ４ ６ の 端 部 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の 近 傍 に は そ れ ぞ れ 、 円 筒 状
の 係 止 孔 ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ の 軸 方 向 に 貫 通 し た 状 態 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 溝 ４
６ の 端 部 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ に は 、 係 止 孔 ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ に 連 通 す る よ う に 切 欠 き ５ ０ ａ 、 ５
０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 切 欠 き ５ ０ ａ は 、 プ ー リ ２ ６ の 上 面 か ら 形 成 さ れ 、 切 欠 き ５ ０ ｂ
は プ ー リ ２ ６ の 下 面 か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 基 端 に は そ れ ぞ れ 、 係 止 孔 ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ に 挿 入 さ
れ る 球 状 の 係 止 部 材 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ が 取 り 付 け ら れ る 。 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ は 、 係 止 部 材 ５
２ ａ を プ ー リ ２ ６ の 上 面 か ら 係 止 孔 ４ ８ ａ に 挿 入 し た 後 、 切 欠 き ５ ０ ａ を 通 す よ う に し て
溝 ４ ６ の 端 部 ４ ６ ａ か ら 溝 ４ ６ の 第 １ 段 部 ４ ６ ｃ に 巻 き か け ら れ る 。 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ は
、 係 止 部 材 ５ ２ ｂ を プ ー リ ２ ６ の 下 面 か ら 係 止 孔 ４ ８ ｂ に 挿 入 し た 後 、 切 欠 き ５ ０ ｂ を 通
す よ う に し て 溝 ４ ６ の 端 部 ４ ６ ｂ か ら 溝 ４ ６ の 第 ２ 段 部 ４ ６ ｄ に 巻 き か け ら れ る 。 こ の よ
う に し て 溝 ４ ６ に 両 端 部 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ か ら 巻 き か け ら れ た 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は
、 重 な る 前 に プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 如 く 溝 ４ ６ に 巻 き か け ら れ た 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は 、 巻 き か け 方 向 が 反 対
で あ る た め 、 プ ー リ ２ ６ を 図 ５ の 点 線 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が プ ー リ ２
６ に 巻 き 取 ら れ る と と も に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る 。 反 対 に 、
プ ー リ ２ ６ を 図 ５ の 実 線 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ に 巻 き 取 ら
れ る と と も に 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る 。 こ う し て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２
８ ａ 、 ２ ８ ｂ に 連 結 さ れ た 図 １ の ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ が 押 し 引 き 操 作 さ れ 、 湾
曲 部 ２ ０ が 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の と き の 作 用 を 図 ７ 及 び 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ８ （ Ａ ） ～ 図 ８ （ Ｃ ） は そ
れ ぞ れ 、 図 ７ （ Ａ ） ～ 図 ７ （ Ｃ ） の 状 況 に お け る 溝 ４ ６ の 展 開 図 で あ り 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８
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ａ 、 ２ ８ ｂ が 巻 き か け ら れ た 部 分 が ハ ッ チ ン グ で 示 さ れ て い る 。 以 下 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ
の 巻 き か け 部 分 を ａ ｘ 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 巻 き か け 部 分 を ｂ ｘ と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す 状 態 は 、 図 １ の 湾 曲 部 ２ ０ が 湾 曲 し て い な い 状 態 で あ り 、 両 方 の 牽 引
ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は と も に 同 じ 長 さ だ け プ ー リ ２ ６ か ら 延 出 し て い る 。 す な わ ち 、 図
８ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 巻 き か け 部 分 ａ ｘ と 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 巻
き か け 部 分 ｂ ｘ と が 等 し く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 状 態 か ら プ ー リ ２ ６ を 実 線 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ
イ ヤ ２ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ に 巻 き 込 ま れ 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る
。 す な わ ち 、 図 ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 巻 き か け 部 分 ｂ ｘ が 多 く な り
、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 巻 き か け 部 分 ａ ｘ が 少 な く な る 。 こ れ に よ り 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ に
連 結 さ れ た 図 １ の ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ が 繰 り 出 さ れ る と と も に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ に 連
結 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ｂ が 引 っ 張 ら れ 、 湾 曲 部 ２ ０ が 上 方 に 湾 曲 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ７ （ Ｂ ） の 状 態 か ら プ ー リ ２ ６ を 点 線 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す
よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が プ ー リ ２ ６ に 巻 き 込 ま れ る と と も に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ が プ
ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ８ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 巻
き か け 部 分 ａ ｘ が 多 く な り 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 巻 き か け 部 分 ｂ ｘ が 少 な く な る 。 こ れ に
よ り 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ に 連 結 さ れ た 図 １ の ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ａ が 引 っ 張 ら れ る と と も
に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ に 連 結 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ ３ ４ ｂ が 繰 り 出 さ れ 、 湾 曲 部 ２ ０ が 下
方 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 、 共 通 の 溝 ４ ６ に 巻 き か け る よ う に 構 成 す る と
、 プ ー リ ２ ６ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 一 方 の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 又 は ２ ８ ｂ が 巻 取 ら れ
て い く に つ れ て そ の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 又 は ２ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ の 溝 ４ ６ を 徐 々 に 使 用 し て
い く と と も に 、 他 方 の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ 又 は ２ ８ ａ は 徐 々 に 繰 り 出 さ れ 、 溝 ４ ６ を 徐 々 に
使 用 し な く な っ て い く 。 し た が っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 重 な る こ と が な く 、 且
つ 、 溝 ４ ６ の 大 部 分 を 常 に 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、
２ ８ ｂ の ス ト ロ ー ク を 十 分 に 確 保 し つ つ 、 プ ー リ ２ ６ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 本 発 明 の 特 徴 部 分 で あ る ワ イ ヤ 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ は 、 一 本 の 心 線 ５ ４ の ま わ り に 複 数 本 （ 例 え ば 六
本 ） の 線 材 ５ ６ 、 ５ ６ … を 撚 り 合 わ せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。 線 材 ５ ６ の 撚 り 方 向 は
、 プ ー リ ２ ６ の 螺 旋 状 の 溝 ４ ６ の 巻 き 方 向 と 同 方 向 に な っ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 図
３ に 示 す 如 く 、 溝 ４ ６ が 左 巻 き で 形 成 さ れ て い る の で 、 線 材 ５ ６ 、 ５ ６ … は 左 巻 き で 撚 ら
れ る 。 す な わ ち 、 Ｓ 撚 り の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 線 材 ５ ６ は 、 素 線 で あ っ て も 、 或 い は 複 数 本 の 素 線 を 撚 っ た 撚 り 線 で あ っ て も よ
い 。 ま た 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 構 造 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 線 材 ５ ６ 、 ５ ６
が 溝 ４ ６ と 同 方 向 で 撚 ら れ て い る 構 造 で あ れ ば よ い 。 し た が っ て 、 例 え ば 心 線 ５ ４ が な い
構 造 の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 耐 久 性 を 高 め る た め
に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ に 樹 脂 コ ー テ ィ ン グ を 施 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 は 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ に つ い て も 同 様
に 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ も 、 一 本 の 心 線 ５ ４ の ま わ り に 複 数 本 の 線 材
５ ６ 、 ５ ６ … を 左 巻 き で 撚 る こ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 上 記 の 如 く 構 成 さ れ た 湾 曲 操 作 装 置 の 作 用 に つ い て 図 １ ０ 、 図 １ １ を 用 い て 説 明 す
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る 。 図 １ ０ 、 図 １ １ は そ れ ぞ れ 、 図 ７ （ Ａ ） の 矢 印 １ ０ 方 向 、 図 ７ （ Ｃ ） の 矢 印 １ １ 方 向
か ら 見 た 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ０ （ Ａ ） 、 図 １ １ （ Ａ ） は Ｓ 撚 り の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２
８ ｂ を 使 用 し た 本 実 施 例 で あ り 、 図 １ ０ （ Ｂ ） 、 図 １ １ （ Ｂ ） は 、 Ｚ 撚 り （ す な わ ち 右 巻
き ） の 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ａ 、 ５ ８ ｂ を 使 用 し た 比 較 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ０ （ Ａ ） 、 図 １ ０ （ Ｂ ） は 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が 繰 り 出 さ れ た 状 態 で あ る 。 こ れ ら
の 図 に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ は 第 １ 段 部 ４ ６ ｃ か ら 繰 り 出 さ れ て い る 。 し た が っ
て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 繰 り 出 し 位 置 （ す な わ ち 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ が プ ー リ ２ ６ か ら 繰
り 出 さ れ る 際 の 位 置 ） よ り も 下 側 に は 、 大 き な ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 同 様 に 図 １ １ （ Ａ ） 、 図 １ １ （ Ｂ ） は 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ が 繰 り 出 さ れ た 状 態 で あ る 。
こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ は 第 ２ 段 部 ４ ６ ｄ か ら 繰 り 出 さ れ て い る 。 し
た が っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 繰 り 出 し 位 置 よ り も 上 側 に は 大 き な ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 繰 り 出 し 位 置 に 対 し て 上 方 、 或 い は 下 方 に 大 き
な ス ペ ー ス が 存 在 す る 場 合 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は そ の ス ペ ー ス に 張 り 出 し て 大 き
く 撓 む こ と が あ る 。 特 に 本 実 施 の 形 態 で は 、 溝 ４ ６ が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 牽 引
ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ の 繰 り 出 し 位 置 が 上 下 に 移 動 す る よ う に な っ て お り 、 大 き な ス ペ ー
ス が 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 大 き く 撓 み や す い と い う 問
題 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 大 き く 撓 ん だ 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を プ ー リ ２ ６ に 巻 き 取 る 際 、 線 材 ５ ６ の 撚 り 方
向 に よ っ て は 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 引 っ 掛 か っ て 操 作 性 が 悪 化 す る と い う 問 題 が
発 生 す る 。 以 下 に 、 そ の 不 具 合 の 発 生 要 因 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 大 き く 撓 ん だ Ｚ 撚 り の 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ａ を プ ー リ ２ ６ に 巻
き 取 る 際 、 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ａ が プ ー リ ２ ６ に 接 触 す る 位 置 に お い て 、 線 材 ５ ６ の 撚 り 方 向
は 、 プ ー リ ２ ６ の 径 方 向 に 対 し て 略 平 行 に な っ て い る 。 同 様 に 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す 状 態
で は 、 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ に 接 触 す る 位 置 に お い て 、 線 材 ５ ６ の 撚 り 方 向 が 、
プ ー リ ２ ６ の 径 方 向 に 対 し て 略 平 行 に な っ て い る 。 こ の よ う な 状 態 で プ ー リ ２ ６ を 回 転 さ
せ て 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ａ 、 ５ ８ ｂ を 巻 き 取 る と 、 溝 ４ ６ の 開 口 部 分 ４ ６ ｆ が 線 材 ５ ６ と 線 材
５ ６ と の 隙 間 に 引 っ 掛 か る と い う 問 題 が 発 生 す る 。 特 に 、 操 作 ワ イ ヤ ５ ８ ａ 、 ５ ８ ｂ は 、
プ ー リ ２ ６ か ら 繰 り 出 し た 際 に 線 材 ５ ６ 、 ５ ６ 同 士 の 隙 間 が 拡 が る 方 向 に 力 を 受 け て い る
た め 、 溝 ４ ６ の 開 口 部 分 ４ ６ ｆ が 線 材 ５ ６ 、 ５ ６ 同 士 の 隙 間 に 引 っ 掛 か り や す い と い う 問
題 が あ る 。 こ の た め 、 牽 引 ワ イ ヤ ５ ８ ａ 、 ５ ８ ｂ が ス ム ー ズ に 溝 ４ ６ に 入 ら ず 、 牽 引 ワ イ
ヤ ５ ８ ａ 、 ５ ８ ｂ の 一 部 が プ ー リ ２ ６ の 外 周 面 と 外 ケ ー シ ン グ ４ ２ の 内 側 面 ４ ２ ａ 、 ４ ２
ｂ と の 間 に 挟 ま り 、 操 作 不 良 を 起 こ す と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｓ 撚 り の 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 使 用 し て い る
。 し た が っ て 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 プ ー リ ２ ６ に 接 触 す る 位 置 に お い て 線 材 ５ ６
の 撚 り 方 向 は 、 プ ー リ ２ ６ の 径 方 向 に 対 し て 大 き な 角 度 を 保 っ て お り 、 略 直 交 す る よ う に
な っ て い る 。 同 様 に 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 線 材 ５ ６ の 撚 り 方
向 は 、 プ ー リ ２ ６ の 径 方 向 に 対 し て 大 き な 角 度 を 保 ち 、 略 直 交 す る よ う に な っ て い る 。 こ
の た め 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を プ ー リ ２ ６ に 巻 き 取 る 際 に 、 線 材 ５ ６ と 線 材 ５ ６ と
の 隙 間 に 溝 ４ ６ の 開 口 部 分 ４ ６ ｆ が 引 っ 掛 か る お そ れ が な い 。 し た が っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２
８ ａ 、 ２ ８ ｂ は ス ム ー ズ に 溝 ４ ６ に 入 り 込 む の で 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が プ ー リ ２
６ の 外 周 面 と 外 ケ ー シ ン グ ４ ２ の 内 側 面 と の 間 に 挟 ま る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 の 湾 曲 操 作 装 置 に よ れ ば 、 プ ー リ ２ ６ の 溝 ４ ６ の 巻 き 方 向 と 同
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方 向 に 線 材 ５ ６ を 撚 っ た 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 用 い る こ と に よ っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ ２
８ ａ 、 ２ ８ ｂ が プ ー リ ２ ６ と ケ ー シ ン グ と の 間 に 挟 ま る こ と を 防 止 で き る の で 、 牽 引 ワ イ
ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 損 傷 す る こ と を 防 止 で き る と と も に 、 湾 曲 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 溝 ４ ６ の 形 状 は 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 プ ー リ ２ ６ の 周
方 向 に 連 続 す る 略 螺 旋 状 で あ れ ば よ い 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 プ ー リ ２ ６ の 軸 方 向 に 徐 々
に ず ら し て 形 成 し て も よ い 。 す な わ ち 、 溝 ４ ６ だ け を 展 開 し た と き に 斜 め の 直 線 に な る よ
う に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 プ ー リ ２ ６ の 溝 ４ ６ が 左 巻 き に 形 成 さ れ た 例 で あ る が
、 溝 ４ ６ が 右 巻 き の 場 合 に は 、 線 材 ５ ６ 、 ５ ６ … を 右 巻 き に 撚 っ た Ｚ 撚 り の 牽 引 ワ イ ヤ ５
８ ａ 、 ５ ８ ｂ を 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 プ ー リ ２ ６ の 溝 ４ ６ が 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に 適 用 す る と 効 果
的 で あ る が 、 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 巻 き か け る 各 溝 が 独 立 し て 一 周 す る よ う に 形 成
さ れ た 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 牽 引 ワ イ ヤ の 種 類 は 、 ス ペ ー ス が 形 成
さ れ た 方 向 と 、 牽 引 ワ イ ヤ の 巻 き 取 り 方 向 に 応 じ て 選 択 さ れ 、 ス ペ ー ス に 撓 ん だ 牽 引 ワ イ
ヤ を 巻 き 取 る 際 に 溝 の 開 口 部 分 に 引 っ 掛 か り に く い ワ イ ヤ が 使 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 ア ン
グ ル ノ ブ 側 か ら 見 て 牽 引 ワ イ ヤ が 時 計 回 り の 方 向 に 巻 き 取 ら れ る と と も に そ の 牽 引 ワ イ ヤ
の 下 側 に ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 或 い は 、 牽 引 ワ イ ヤ が 反 時 計 回 り の 方 向 に 巻 き
取 ら れ る と と も に そ の 牽 引 ワ イ ヤ の 上 側 に ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 場 合 は 、 Ｓ 撚 り の ワ
イ ヤ を 使 用 す る と よ い 。 ま た 、 牽 引 ワ イ ヤ が 時 計 回 り の 方 向 に 巻 き 取 ら れ る と と も に そ の
牽 引 ワ イ ヤ の 上 側 に ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 或 い は 、 牽 引 ワ イ ヤ が 反 時 計 回 り の
方 向 に 巻 き 取 ら れ る と と も に そ の 牽 引 ワ イ ヤ の 下 側 に ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 場 合 は 、
Ｚ 撚 り の ワ イ ヤ を 使 用 す る と よ い 。 こ の よ う な 場 合 も 、 ス ペ ー ス に 入 り 込 ん で 撓 ん だ 牽 引
ワ イ ヤ を 巻 き 取 る 際 に 、 牽 引 ワ イ ヤ の 線 材 が 溝 の 開 口 部 分 に 引 っ 掛 か る こ と を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 上 下 の 二 方 向 に 湾 曲 操 作 を 行 う 内 視 鏡 の 例 で あ る が 、 こ
れ に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 上 下 左 右 の 四 方 向 に 湾 曲 操 作 を 行 う 内 視 鏡 や 、 上 下 方
向 或 い は 左 右 方 向 に 湾 曲 す る 湾 曲 部 を 二 段 に 備 え た 内 視 鏡 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 装 置 が 適 用 さ れ た 内 視 鏡 の 側 面 図
【 図 ２ 】 プ ー リ の 支 持 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 プ ー リ を 示 す 側 面 図
【 図 ４ 】 プ ー リ を 示 す 側 断 面 図
【 図 ５ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図
【 図 ６ 】 プ ー リ の 溝 の 展 開 図
【 図 ７ 】 溝 形 状 に 伴 う 作 用 の 説 明 図
【 図 ８ 】 溝 形 状 に 伴 う 作 用 の 説 明 図
【 図 ９ 】 牽 引 ワ イ ヤ の 構 造 を 示 す 側 面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 作 用 を 示 す 説 明 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 作 用 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ２ … 挿 入 部 、 １ ４ … 手 元 操 作 部 、 １ ６ … ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 、 １ ８ … 先 端 部 、 ２ ０
… 湾 曲 部 、 ２ ２ … 軟 性 部 、 ２ ４ … ア ン グ ル ノ ブ 、 ２ ６ … プ ー リ 、 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ … 牽 引 ワ
イ ヤ 、 ３ ０ … プ ー リ 軸 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ … 連 結 部 材 、 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ … ア ン グ ル ワ イ ヤ 、
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３ ６ … 先 端 ス リ ー ブ 、 ３ ８ … ロ ッ ク レ バ ー 、 ４ ０ … 上 ケ ー シ ン グ 、 ４ ２ … 下 ケ ー シ ン グ 、
４ ４ … 軸 受 、 ４ ６ … 溝 、 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ … 端 部 、 ４ ６ ｃ … 第 １ 段 部 、 ４ ６ ｄ … 第 ２ 段 部 、
４ ６ ｅ … 中 間 部 、 ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ … 係 止 孔 、 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ … 切 欠 き 、 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ …
係 止 部 材 、 ５ ４ … 心 線 、 ５ ６ … 線 材 、 ａ ｘ … 牽 引 ワ イ ヤ ２ ８ ａ の 巻 き か け 部 、 ｂ ｘ … 牽 引
ワ イ ヤ ２ ８ ｂ の 巻 き か け 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(10) JP 2005-21629 A 2005.1.27



【 図 １ １ 】
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